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未来は変えられる！ 地球温暖化対策を進めていこう 
環境シンポジウム千葉会議実行委員会 実行委員長 石井晧 

 

【2020 年から 2030 年に北極海の海氷がなくなる

恐れがある】 

 「ホッキョクグマが泣いている」（ペンテル）

やプロジェクト・ワイルドなどの教材を用いて、

極北の生態と生活を、筆者は児童生徒と学ぶ機会

が多くあり、2050 年ごろまで北極海の海氷はある

と考えて、説明をしてきたが、IPCC4 次報告書で

は2020年から2030年に海氷の激減を述べている。

しかし、日本のマスメディアは 2020 年から 2030

年にかけての政策が地球の将来を決めると報道

しており、筆者は IPCC4 次報告書が言う地球温暖

化の速度のなかで、それでは遅いと考えている。

この報道は 2030 年までに地球の未来を決める政

策を確立すればよいと受けとりかねないのであ

る。 

 環境シンポジウム 2007 千葉会議はこのような

背景の中で開催されたのである。 

【身近なことから進めよう、めざすはストップ

温暖化！】環境シンポジウム 2007 千葉会議はメ

イン･テーマを「身近なことから進めよう、めざ

すはストップ温暖化！」と数年間継続してきた地

球温暖化防止に焦点を絞り、開催された。 

実行委員はすべての分科会活動に参加して、年

間を通して環境教育と環境保全活動の交流と啓

発に努めるとする実行委員会のスタイルをここ、

数年継続してきたのだが、今年度は「プレ･シン

ポジウム」（2007年11月4日日本大学生産工学部

津田沼キャンパス）と「メイン･シンポジウム」

（2007年11月18日千葉大学西千葉地区社会文化

科学系総合研究棟）に実行委員の活動を集中する

こととされた。 

EU の温暖化対策の大きな柱の第 1は「公共交通

機関」、第 2は「建物」、第 3は「照明」と続くの

だが、環境シンポジウム 2007 千葉会議において

も、公共交通機関に乗車して、その体験の中で、

地球温暖化対策、地域の開発と保全などを考える

試み、「市原を見て学ぶ会」も開催した。募集開

始から10日ほどで35名の定員はいっぱいになり、

車両の椅子に座れる人数まで拡大して挙行する

事となった。講師を市原市職員の「お出かけ君」

にお願いし、上総中野駅では大多喜町職員と地元

の方々の支援で朝市体験なども行われた。「不都

合な真実」上映会も当日まで電話受付を行う盛況

があった。プレ･シンポジウムは６のワークショ

ップ、メイン・シンポジウムは８の活動の口頭発

表、質問回答の書き出し掲出、40の団体、自治体、

企業などポスターセッション、そして総合討論が

なされ、シナリオのない討論の中で、先送りをし

ない地球温暖化対策を2月の提案集会に話し合う

ことが決められた。2 月の提案集会は G20 へのち

ばからの発信を行う集会とも企画して行う。 

【具体的な行動には国際交流からの広い視野・情

報が不可欠！】 

メイン･シンポジウムの総合討論では、①ノー

ベル平和賞がアル・ゴア氏と IPCC に授与された

ことが後押しして、草の根レベルまで地球温暖化

の情報を普及させつつあるものの、具体的な対策

などの情報はまだまだ不十分であること、②「環

境シンポジウム千葉会議」からの呼びかけで、

「CO2 ダイエット行動委員会」が誕生して、CO2

ダイエット宣言の集約、マイバッグ持参、社会的

システムでのCO2の排出削減を目指す包括的プロ

グラムの調査と啓発を進めてきているが、それも

「CO2 ダイエット宣言 6 万人計画」はその途上に

あること、③個人の枠を超える対策として「千産

千消」（地産地消）に代表されるグリーン・コン

シューマの考え方と実践、フードマイレージによ
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る CO2 排出量の科学的数量化には、世界経済を視

野においた活動が要求され、草の根の国際協力と

国際交流の必要性、④地球温暖化の防止対策を先

送りしないことを討論することが説明された。 

【総合討論から】 

 メイン･シンポジウムの総合討論における参加

者の発言を時系列的に記載すると 

○1 住宅の外壁などに、太陽光発電の素材を組み込

み、石油依存からの脱却を。 

②太陽光発電の普及のための活動 

③県内の CO2 排出量の公開、都の先駆的な地球温

暖化防止政策を参考にしたい 

④千葉県内の工場を全部止める訳にいかない、ど

のようにしたらよいのかを考えよう 

⑤物品税から消費税への変更、小型車から大型車

へ、CO2 の排出増加、ハイブリッドの普及 

⑥封筒のリサイクル、役所の通知封筒の宛名の透

明窓をリサイクルできる紙に率先改善を！ 

⑦太陽熱温水器の普及 

⑧炭素税の導入、世論調査でも 40％が賛成に。 

⑨建物の耐震強度調査に太陽光発電や温水器の

過重負担の診断を付加 

⑩個人で何かできることに取り組む、年賀状のカ

ーボンオフセットに参加しよう。1億枚の流通で 

5億円の資金が生まれる。電球型蛍光灯の使用。 

⑪ペットボトルのリユースを検討すべき。生協で

試行始まる。北欧では実施。 

⑫広報の充実、足元からの活動、現状を正視して、

市民参加型の活動の展開を。発表を点から線へ。 

上記のご意見を下さった方々に感謝申し上げ、次

のように展開していきたい。 

【未来は変えられる】 

（１）持続性の社会つくりのための経済システム 

 物品税からの消費税への移行にともなう税率

の変更で、自動車の「普通車化（大型化）」が進

んだが、この逆の「小型化」「省エネ」も出来る。 

（２）地球温暖化に対応した都市づくり、家つく

り、公共交通機関、農林水産業など生活と生産基

盤の整備。2030 年には東京の夏の夕方 6時の気温

が 43℃となる予測から、コンパクトシティと公共

交通機関の整備、省エネ･断熱性のある住宅の建

設、病害虫の多発と温暖化に対応した農林水産畜

産業などの整備、健康で文化的な生活を保障する

公衆衛生の確立と対応。 

（３）法令、規則の整備から排出量の削減など責

務の明確化、対策の評価の公正化 

 温暖化防止に貢献するための枠組みを明確に

して、対策と効果についての科学的評価を行う。 

（４）トップダウンによって行う性格の強い地球

温暖化対策は選挙民の政治選択である。このため

に、科学的知見

が草の根レベル

まで説明付で公

開が行われなけ

ればならない。 

自治体の省エ

ネなどにおいて

は、自治体の経

営の改善を行う

ことが必要であ

り、そのための

説明のある情報公開がなされねばならない。 

（５）個人で出来る取り組みは投入した費用の回

収が明確になることが望ましい。また、個人的な

取り組みに対する支援体制も必要である。個人の

レベル、共同体のレベル市町村レベルあるいは国

レベル、国を越えた地球規模で行うことなど意見

や議論を連関はしているのだが混同してはなら

ない。対象や範囲を明らかにして、効果的な提案

をする。 

上記の議論から、「未来は変えられる！」とし

て、平成 20 年 2 月に向けて、勉強会を継続し、

問題を先送りするのではない、提案集会を企画す

ることとなった。2008 年 3月に気候変動に関する

閣僚級対話集会（G20）が千葉市で開催されるが

G20 の開催の意義を広く普及させることと、千葉

での具体例から、地球温暖化防止の提案を発信で

きることを願っている。 

 

「国際交流・国際協力ワークショップ」から 
                        

国際交流・協力 WS  亀井 剛 
 11 月 4 日に開催された環境シンポジウム千葉会

議のプレシンポジウムにおいて、国際交流・協力

ワークショップ(ＷＳ)を開催しました。昨年度の

環境教育分科会のプロジェクトの一つであった

「多文化理解」をＷＳとして独立させたものです。

テーマは「多文化理解と環境教育、私たちにでき

ること」、コンセプトは「環境という視点から、私
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たちの生活の糸を手繰り、その先につながる様々

な国や地域の環境に想像力を膨らませ」その上で

「相手（の文化）を尊重しつつ、私たちが何がで

きるか」を話し合いたい、というもの。参加者は

20 名でした。まずマレーシア・ボルネオ島から帰

国した青年海外協力隊ＯＧ菅原綾さんから「ボル

ネオの自然と環境問題」と題して「現地での森林

調査の取組やパームヤシ油プランテーションのた

め熱帯雨林が非常な勢いで失われており、そのパ

ームヤシ油を日本が多く輸入している現状につい

て」報告がありました。続いて、千葉県総合企画

部の加瀬文彦さんから「ベトナム等における千葉

の国際協力の推進」についての報告があり、これ

らの報告を受け「私たちができること」を話し合

い、参加者は各自のこれからのアクションをポス

トイットに書き出しました。ベトナムコーヒーを

すすりながらのこの和やかで、ささやかなＷＳか

ら新しいつながりができることを期待したいと思

います。 

 

「第４回印旛沼流域子ども会議」を開催しました 

 
印旛沼流域で「印旛沼をきれいにする活動」を夏休

みに展開してきました。その報告会｢印旛沼流域子ども

会議｣を１０月１４日（日）に、佐倉市中央公民館で開

催しました。今回は、流域で活動している団体、佐倉

市環境保全課の方にも参加していただき、当会の「印

旛沼流域子ども会議」への理解と協力を呼びかけまし

た。また、印旛沼健全化会議の委員でもある堀田氏や、

千葉県環境研究センターの小川氏のご参加もお願いし

ました。子どもと大人合わせて３３名での会議となり

ました。 

加藤代表からは、「夏休みの活動おつかれさまでし

た。今年の夏は暑い日が続きましたね」とねぎらいの

挨拶からはじまりました。担当の桑波田さんからは、

印旛沼流域の４年間の活動説明がありました。いよい

よ子どもたちの報告です。ガールスカウト千葉県第８

４団からは、手繰り川と八ヶ岳のキャンプ場との水と

環境の比較をシニア、ブラウニーとそれぞれ役割分担

して報告してくれました。 

「手繰り川の上流で調べた時、昨年より臭いはあまり

なかった」「夏の八ヶ岳キャンプで、水調べをしたら水

がきれいで冷たかった」「森があると水がきれいなの

が分かった」「佐倉の里山を大事にしようと思った」等

いきいきと報告してくれました。また、山梨県の３分

１湧水では湧水の歴史など詳しく調べたことも報告さ

れました。４年目の活動がこのように広がっていって

いることを力強く思いました。 

 本傳中村会・こども寺子屋グループからは、「定期的

な観察をしていて、印旛沼にアオコが広がっていた」

との報告がありました。この活動を夏休みの自由研究

に報告したら、表彰され良い励みになったそうです。 

次に、流域で活動している団体の活動紹介です。 

「エコモ 松山悦子氏」からは、本埜村に学習林が

あり、年 4回里山探検を開催している。観察会から一

歩進んだ形にしていきたい。 

「たつのこむら 関口宏聡氏」からは、田植えや田

んぼの生物観察、どろんこ遊びをしている。知識より

も子どもの時の経験をたくさんさせたいと思っている。 

「印旛沼探検隊（E ボート）新谷義男氏」からは、

ボートを使って、印旛沼を見る。水から見る風景はま

た違って見える。ボートを使ってゲームなどもしてみ

たいと思っている 

「佐倉市の活動 丸島正彦氏」からは、体験するこ

との大切さを重視したプログラムをしている。昨年よ

り環境財団と一緒に「夏休み水辺体験ツアー」を開催。

なかなか人が集まらずに苦労している。 

と紹介されました。 

 堀田和弘氏の講評は、ガールスカウトの発表につい

て、とてもよく調べていると思った。欲を言えば、折

角その土地に行ったのだから、交流することも考えて

みてください。本傳中村会のほうも丁寧によく調べて

いる。写真の記録もよくできていると思う。「こども会

議が、子どもたちの手による会議ではないことが残念

です。子どもの目線、視線でする会議であって欲しい。

千葉県から是非発信して欲しい」とのことでした。 

休憩の後は、小川かおる氏のリードで「水の浄化ゲ

ーム」を４グループに分かれ楽しみました。水循環の

ことを考えるきっかけになるゲームとの事で、改良す

る点もあるかと思いますが、今後の活動に活用させて

いただきたいものです。 

印旛沼流域子ども会議を今後どのように進めてい

くかということで、実行委員会方式で開催しません

か？と当会から提案を話し合う場を設けました。 提

案についての話し合いでは印旛沼のことを考える子供
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たちの話し合いの場があれば良いとの方向は皆共通で

すが、子ども主体の会議にしていくための仕組みや、

大人の協力、中・高生のリーダを育てるなど課題は多

くあります。今後は実行委員会として参加呼びかけを

し、より多くの子どもたちによる「印旛沼流域子ども

会議」を目指して行きたいとなりました。 

 最後に加藤代表より、トトロの折り紙付の「水はか

せになりま賞」の賞状が子どもたちへ渡されました。

来年もまた元気に頑張って活動を広げて行きたいと思

いました。（文責：広報部 協力：寺田さん） 

  

第４回 印旛沼わいわい会議 in ちば  

テーマ： めぐりめぐる 印旛沼の水！                     

NPO 委員 桑波田 和子 

１１月２５日（日）１０時から１７時、千葉市

文化交流プラザにて、「印旛沼わいわい会議inち

ば」が開催され約１５０名が参加しました。わい

わい会議は、平成１６年佐倉市からスタートし印

旛沼流域で毎年開催して今年で４年目を迎えま

した。 

千葉市民は印旛沼の水を飲み、工業用水として

の利用もありますが、印旛沼へ流れる川は鹿島川、

放水路としての花見川の２つの河川だけです。市

民にとっての印旛沼は、関心が弱いとの認識があ

ります。そこで、今回は千葉市民にも印旛沼につ

いて関心を持っていただきたいと、千葉市で開催

することになりました。千葉市内の市民活動団体、

千葉市の協力を頂き準備を重ねました。準備会の

進め方は昨年までとは異なり、事務局は千葉県河

川環境課、準備会議も市民団体、NPO 委員、専門

委員、担当市、事務局でした。印旛沼について関

心をもち、東京湾に流れる河川であっても、水循

環として考えたとき「めぐりめぐる印旛沼！」を

意識して欲しいとの思いを、分科会、討論会の中

に反映したいと準備しました。 

今年初めて「駅前キャンペーン：印旛沼は私た

ちの飲み水」分科会を、JR千葉駅前の野外に設け

ました。「ちーばくん」着ぐるみも登場して印旛

沼への関心を持って欲しいと訴えました。屋内の

分科会は、「印旛沼をもっと知ろう」「飲み水の

源、生活廃水浄化作戦！」「川と里山の水循環を

考えよう」「食・農・命」の４つの分科会を開催

し、参加者全員で「印旛沼」のことについて、わ

いわいと話し合いました。全体討論会では、各分

科会からの意見や会場からの意見を頂き、全員で

提案へ向けてのまとめをし、「印旛沼水循環健全

化会議」へ提案しました。 

 

京葉地区ガールスカウト活動 
～チーム・マイナス６パーセント～「私たちにもできること？さがし！」 
 

10 月 28 日に「日々の生活の中で地球温暖化防止に

向けて私たちにできることを考える」催しがあり、八

千代市、四街道市などから合計 9団 149 名のガールス

カウト、保護者が参加しました。 

主催は京葉地区ガールスカウト、環パちばは、企画と

協力ということで共催しました。 

 まず大和田排水機場で、印旛沼の歴史や水深の保ち

方、水の使われ方が紹介され、その後に場内を見学し

ました。前日の台風 20号の大雨の影響で、６基のポン

プのうち３基を動かして印旛沼・新川の水を花見川に

放水していました。 

 続いて秋晴れの下、大和田排水機場から花見川沿い

を花島公園まで散策しました。ダイサギやカルガモ親

子などの野鳥や植物を観察し、約 1時間半で全員無事

に花島公園に到着しました。 

 昼食後、水をきれいにするために家できること、「み

ためし行動」（見て試す、試して見る）を実行した結果

を各団ごとに全員が報告しました。「ご飯を残さない」

「電気を節約する」「シャンプーや洗剤を使い過ぎな

い」等々多くの具体的な報告がありました。 

 さらに東京電力の藤田さんを中心に、「ＣＯ２ダイ

エット子ども宣言」というアンケートを皆で書き込み、

身近で具体的な地球温暖化防止策を学びました。また

千葉県の渡邉室長から、世界のＣＯ２の 80％を排出し
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ている 20カ国の閣僚級会議（Ｇ20ちば 2008）などが

来年千葉県で開催されることなどのお話がありました。 

 参加者は小学低学年が多かったですが、チーム・マ

イナス６パーセントに向けて、私にできることを探せ

たのではないかと期待しました。 

（文責：小関 伸夫） 

 

★ 10月環境パートナーシップエコサロン★ 

 

「１６万人ゴミ拾い」  
 

日時：10 月 25 日(水)   午後 6 時 30 分 

会場：船橋女性センター第１会議室 

話題提供：KOUSAKU さん（ベイエフエム DJ） 

 

環境活動を広げていくときに、より多くの人に参加

していただきたいという思いでポスター、チラシなど

広報活動をして苦慮している現実があります。一方マ

スメディアを通しての広報活動は良い効果が現れると

きがあります。今回はそのマスメディアでご活躍の

KOUSAKU さんに、「16万人ゴミ拾い」について、話題を

提供していただきました。 

 ベイエフエム DJ の KOUSAKU さんの放送からは、環

境のことを話すスポーツマン DJ というイメージがあ

りました。初めてお会いして、精悍で優しい人と感じ

ました。その KOUSAKU さんが、「なぜ今ゴミ拾いが必要

なのか」、「なぜ１６万人なのか」「なにが KOUSAKU さ

んをその思いにさせるのか」、など知りたいと思いなが

らお話をお聞きしました。 

KOUSAKU さんは高校時代野球部員として活躍し、将

来は野球選手になりたいと思っていたそうです。 

サラリーマンを辞め、音楽を学びたいとイギリスへ短

期留学し、そこでイギリスと日本の環境意識の違いに

ショックを覚えたとのことでした。旅先のスイスでは

アイガーの雪が溶けて出していたそうで、日本人の旅

行者がゴミを落としているのを見て恥ずかしい思いを

したと話されました。また、帰国後コンビニでバイト

をしているときに、レジ袋を捨てる大人にビックリし

たそうです。 

お子さんと住む浦安市を見たときに、三番瀬、駅前、

道路にはポイ捨てゴミがなかなか消えず、ごみ拾いを

していても解決していません。また、限られた人数で

拾ってもとても追いつかない現実があります。そこで、

浦安市民全員（１６万人）でゴミを拾い、今後は、千

葉県全域、日本全土、そして世界へと広げて行きたい

との思いで「U-PROJECT」を立ち上げその代表として活

動をし、｢１６万にゴミ拾い｣のイベントを目指し活動

をスタートしているとのことでした。 

日本の中では既に、北九州市｢市民いっせい・まち

美化の日｣、松山市「まちをみんなで美しくする日」、

大分市｢全市いっせい美化デー｣と大規模な市民参加型

の環境イベントが立ち上がってきています。大分市の

人口は約４７万人ですが、このイベントに約１４万人

が参加したそうで、市民約３人に１人はゴミ拾いに参

加した事になります。この活動は現在ギネスブックに

載っているそうです。 

さて、｢１６万人ゴミ拾い｣のイベントに先駆け、７

月に[ZEROCKI’N ０７in 浦安]の環境イベントに共
催して、音楽ライブ、お笑いライブ、｢不都合な真実｣

の上映会などを開催し成功裏に収めたとのことです

（だより５６号掲載）。２００８年１０月開催予定の

｢１６万人ゴミ拾い｣ですが、暫定スケジュールには、

実行委員会を組閣し、協力市民団体、企業、アーティ

スト、行政、メディア対策など予定が組み込まれてい

ます。今回のエコサロンに参加していただいた｢チーム

GOGO｣のチームも KOUSAKU さんのイベントを支える強

力なメンバーだそうです。イベント開催に向け交渉な

ど困難なことも待ち受けているようです。KOUSAKU さ

んの言葉に｢１度でもゴミを拾ったことがある人は２

度とゴミを捨てなくなる｣とあります。市民全員が一つ

になり、楽しみながら参加できる環境イベント「１６

万にゴミ拾い」は、草の根運動から大きな広がりに発

展する可能性を感じました。KOUSAKU さんだから出来

ると思いがちですが、きっと熱い思いがあれば、私た

ち市民が地域での活動を広げていく何かを感じました。

(文責 桑波田)  
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利根川・江戸川上下流域交流フォーラム 
 

10 月 20・21 日、紅葉の始まった群馬県みなか

み町にて、藤原ダム完成５０年、矢木沢ダム完成

４０年を契機に「利根川・江戸川上下流域交流会」

が開催され参加してきました。道の駅水紀行館で

の物産交流の後に、利根川および江戸川流域での

水辺の活用・上下流の防災支援協定・大人・子ど

もの交流の進め方などについて意見交換するた

めにフォーラムが開催されました。 

フォーラムのリレートークでは上流のみなか

み町から水上温泉女将の会・商工会・ラフティン

グ組合・NPO 奥利根水源地域ネットワーク・森林

塾青水、中流の渋川市・伊香保・本庄からまちの

駅ネットワーク、又江戸川から松戸市・江戸川区

なぎさニュータウン防災会・浦安三番瀬を大切に

する会などから意見発表があり、最後に江戸川区

から自転車でみなかみ町までサイクリングして

きた地域交流センターの報告もあり、様々な情報

の交流となりました。 

翌日は水辺探訪として、八木沢ダム水資源機構

船舶による紅葉の奥利根湖の湖一周とダム内見

学、E-ボート体験、ラフティングによる利根川体

験などグループに分れ体験を楽しみました。源流

域を知ると共にみなかみ町住民と下流域市民の

交流となった良い機会の二日間でした。母なる大

河利根川は、首都圏を始め流域の多くの産業や

人々の暮らしを支えています。また源流域の広大

な森林は地球規模の環境保全にも大きく貢献し

ており、この森林と川・ダムは利根川流域住民の

貴重な財産です。 

今後も森林を始め河川全体の保全と活用につ

いて、上下流住民が一体となって考えいくことを

継続していく必要があると思いました。 

（文責：横山） 

 

 

「第２回循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰」を頂いて

－雨垂れが、石を穿つ－ 
ＧＯＮＥＴ（ごみゼロネットちば２１）事務局長 森 登美子 

 

 ２００７年１０月初めに、風の便りだったこと

が現実になった。 

実は８月初めに、環境省関東地方環境事務所廃棄

物・リサイクル対策課の担当者から代表宛に、

「推薦受託の申請書」作成依頼のお知らせが届い

ていた。 

 バタバタと急ぎ「申請書」を書き上げ提出する

という手続きを経て、半分疑心暗鬼で、結果報告

を待っていた。 

 国の中央機関からの推薦というのは稀有なこ

とで、日頃の私たちの活動にシンパシーを持って

見つめていてくれた『天使』（友）が、この地上

に、それも私たちの身近に居た…ということが、

全てのラッキー運を招いてくれたのである。 

 ＧＯＮＥＴ活動は、メンバー一人一人が生活者

として、暮らしている地域において、日常の生活

を基点とした、人知れずコツコツと、たった独り

でも、出来ることから、出来る事を…という、各

地での自らも実践者として行動しながらの「ごみ

減量啓発活動」を繋げ続けて来た。 

この活動を、国家が認めて、評価をしてくれた

ということは、「環境問題」において、私たちの

ような『草の根活動』を必要とする時代状況にな

るほど、『地球環境問題』は深刻なのだと、嬉し

さの一方で、私たち人類の果たす役割の大きさを

実感させられる、身の引き締まる思いでも居る。 
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おおお知知知らららせせせコココーーーナナナ
ー 

平成 19 年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰  受賞！ 
 

「エコメッセ in ちば 実行委員会」は、環境教育・普及啓発部門で上記の大臣表彰

が決定しました。 

功績：「持続可能な社会の実現」をテーマとして、市民・企業・行政の対等なパートナ

ーシップにより委員会を組織して、環境見本市を毎年開催。幅広い世代の来場

者に環境問題の普及啓発に貢献。 

     「平成１９年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰について」 

            http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=9118 
 

表彰式：１２月１７日（月）  会場：東京 KKR ホテル 

※表彰の様子は次号をお楽しみに。 

「G20 ちば 2008」～気候変動と持続可能な社会への閣僚級対話記念事業～ 
 
親子で学ぶ地球温暖化と生物多様性 

 
地球温暖化問題と生き物のすばらしさを理解し、私たちに何ができるか 

一緒に考えます。 

対象： 小・中学生とその保護者     

日時： 1月19日（土）13時～16時    

会場： 県立現代産業科学館(市川市鬼高1-1-3) 

    JR総武線下総中山駅又は本八幡駅下車徒歩15分、 

京成本線鬼越駅下車徒歩13分 

内容 講演「さかなクンと考える地球温暖化」 

講師：さかなクン 

       事例発表  

講師：広田 由紀江 氏（千葉県地球温暖化 

防止活動推進員）      さかなクン 

定員： 300人(申込多数抽選)                  

参加無料（但し。常設展示を見学の際は入場料が必要） 

申込方法： 往復はがきに郵便番号、住所、電話番号、参加者全員の 
氏名(1通につき 4人まで）、返信用あて先を書いて郵送(E ﾒｰﾙ可) 

申込期間： 12月26日(水）～1月9日(水)必着 

申込・問合先： 〒260-8667（住所省略可）県環境政策課 

電話： 043-223-4645 
E ﾒｰﾙ ： e-earth@mz.pref.chiba.lg.jp 

 

 

祝 
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氏 名   入会年月日  

住 所  〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

年会費 個人1,000円 団体2,000円 賛助会員5,000円 

千葉県環境財団 環境技術部 環境活動推進ﾁｰﾑ気付 

＜環境パートナーシップちば＞ 
入会申込書 

会の趣旨に賛同し（個人、団体、賛助会員として） 

会費を添えて（郵便振替）入会します 

「環境パートナーシップちば」は、環境活動

の推進と充実を目指し、千葉県内の環境市民

のゆるやかな連帯のもと、相互の情報交換と

交流を深め、行政および専門家とのパートナ

ーシップによる活動の展開を図ることを目的

としたネットワークです。 

入会申込先：千葉県環境財団 環境技術部 

環境活動推進ﾁｰﾑ気付 

TEL:043-246-2180   FAX:043-246-6969 

 

会費納入先：環境パートナーシップちば 

郵便振替口座 00160-9-401872  

古紙 100％再生紙使用 

当会会員籾山氏よりの報告 
 東京湾と荒川、利根川，多摩川を結ぶ水フォーラム 2007 

日時：９月９日 １０：００～１６：３０  会場：大宮ソニックシティ（さいたま市） 

主催：NPO 法人東京湾と荒川・利根川・多摩川を結ぶ水フォーラム［水フォーラム 2007 実行委員 

【後 援】： 国土交通省／独立行政法人水資源機構／埼玉県／群馬県／茨城県／栃木県／千葉県／ 

神奈川県／東京都/環境パートナーシップちば 他 

      http://www.water-forum.net/2007/outline.cgi 

籾山氏は「環境保全と地域と経済」をテーマに執筆参加しました。 

12月環境パートナーシップエコサロン 

 

日   時： 平成１９年１２月１２日（水） 午後６時半～８時半 
場   所： 船橋市女性センター 

話題提供： 土田 茂通 氏（環境カウンセラー千葉県協議会前理事長） 

タ イ ト ル： 「事例から学ぶ市民活動のマネージメント」 

内   容： 『長年の実践活動を通して会得した、市民活動で最も難しいマネージメント 

についてお話いただく。』 

参 加 費： ５００円（資料代）    主催：環境パートナーシップちば 

申し込み・問い合わせ ： 桑波田 

TEL＆FAX：043-258-543    E-mail：kuwahatak@hotmail.com 

地球と私のためのエコスタイルフェア 

エコプロダクツ 2007 
 

日時：12月 13(木）、14(金）、15(土）10：00～17：00 

会場：東京ビッグサイト(東展示場） 

主催：（社）産業環境管理協会、日本経済新聞社 

http://eco-pro.com 

 ★エコメッセ inちば実行委員会も出展します。 

展示場所：東 1ホール 

（NPO・NGO/大学・教育機関コーナー） 

平成１９年度（財）印旛沼環境基

金助成金事業成果発表会開催 
 

日時：平成 20年１月２４日（木） 

 9：20～16：15 

会場：千葉県北総県民センター 

 2 階大会議室 

主催：財団法人 印旛沼環境基金 

※当会は 14：50～15：10 報告します 

 

広報部より 

★皆様の活動やお知らせなどの原稿をお寄せください。 
 
担 当：広田 Tel&fax：047-381-8163 

Mail :   hirotayukipon@jcom.home.ne.jp 

  


